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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　条件付きアクセス情報を含む信号で受信したビデオイメージ情報を表示するためのフォ
ーマットを選択する方法であって、
　ａ）ビデオイメージ情報と複数のピクチャ解像度フォーマットの１つに関連付けられた
条件付きアクセス情報とを含む前記信号を受信するステップと、
　ｂ）前記受信した信号に含まれる前記条件付きアクセス情報を復号するステップであっ
て、
　　　前記復号した条件付きアクセス情報は、
　　　　ｉ）前記ビデオイメージ情報の記録、および
　　　　ｉｉ）前記記録したビデオイメージ情報の再生
　　　の少なくとも一方に利用可能なピクチャ解像度フォーマットに関するデータと、
　　　前記記録したビデオイメージ情報のその後のコピーを制御するデータと
　を含む、ステップと、
　ｃ）前記復号した条件付きアクセス情報に応じて、ピクチャ解像度フォーマットを適応
的に選択するステップと、
　ｄ）前記選択したピクチャ解像度フォーマットを用いて前記ビデオイメージ情報を処理
するステップと
　を含む、前記方法。
【請求項２】
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　前記ピクチャ解像度フォーマットの選択は、ユーザのエンタイトルメントを決定する前
記復号した条件付きアクセス情報に応じて、前記複数の利用可能なピクチャ解像度フォー
マットの中から１つを選択することである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ピクチャ解像度フォーマットは、
　ｉ）標準解像度フォーマット
　ｉｉ）高解像度フォーマット
　の一方である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビデオイメージ情報を、前記選択したピクチャ解像度フォーマットで記録媒体に記
録するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記記録したビデオイメージ情報を、前記選択したピクチャ解像度フォーマットでディ
スプレイ上に再生するステップをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信した信号の前記ビデオイメージ情報は、第１チャネルでデジタル信号として送
信される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ビデオイメージデータの処理を制御するために、第２チャネルで送信される補助デ
ータを受信するステップをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記補助データは、アナログビデオ信号として送信される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のピクチャ解像度フォーマットの各々は、それぞれの請求料率に関連付けられ
、
　前記複数のピクチャ解像度フォーマットの中から選択した１つのピクチャ解像度フォー
マットと関連付けられた前記請求料率でユーザに請求するステップをさらに含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項１０】
　コピー保護情報を含む信号で受信したビデオイメージ情報を表示するためのフォーマッ
トを選択する方法であって、
　ａ）ビデオイメージ情報と、複数の表示フォーマットの１つと関連付けられたコピー保
護情報とを含む前記信号を受信するステップと、
　ｂ）前記受信した信号に含まれる前記コピー保護情報を復号するステップであって、
　　　前記コピー保護情報は、
　　　　ｉ）前記ビデオイメージ情報の記録、および
　　　　ｉｉ）前記記録したビデオイメージ情報の再生
　　　の少なくとも一方に利用可能なピクチャ解像度フォーマットに関するデータと、
　　　前記記録したビデオイメージ情報のその後のコピーを制御するデータと
　を含む、ステップと、
　ｃ）前記復号したコピー保護情報に応じて、前記ビデオイメージ情報をディスプレイ上
に表示するためのフォーマットを適応的に選択するステップと、
　ｄ）前記選択した表示フォーマットを用いて前記ビデオイメージ情報を処理するステッ
プと
　を含む、前記方法。
【請求項１１】
　前記表示フォーマットの選択は、ユーザのエンタイトルメントを決定する前記復号した
コピー保護情報に応じて、前記複数の利用可能な表示フォーマットの中から１つを選択す
ることである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記表示フォーマットは、
　ｉ）標準解像度フォーマット
　ｉｉ）高解像度フォーマット
　の一方である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ビデオイメージ情報を、前記復号したコピー保護情報によって決定されたフォーマ
ットで記録媒体に記録するステップをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記記録したビデオイメージ情報を、前記復号したコピー保護情報によって決定された
前記フォーマットでディスプレイ上に再生するステップをさらに含む、請求項１３に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記受信した信号の前記ビデオイメージ情報は、第１チャネルでデジタル信号として送
信される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ビデオイメージデータの処理を制御するために、第２チャネルで送信される補助デ
ータを受信するステップをさらに含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記補助データは、アナログビデオ信号として送信される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数の表示フォーマットの各々は、それぞれの請求料率に関連付けられ、
　前記複数の表示フォーマットの中から選択した１つの表示フォーマットと関連付けられ
た前記請求料率でユーザに請求するステップをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１９】
　コピー保護情報を含む信号で受信したビデオイメージ情報を記録するためのフォーマッ
トを選択する方法であって、
　ａ）ビデオイメージ情報と、複数の記録フォーマットの１つと関連付けられたコピー保
護情報とを含む前記信号を受信するステップであって、前記コピー保護情報は前記ビデオ
イメージ情報のコピーおよびその後のコピーを制御する、ステップと、
　ｂ）前記受信した信号の前記コピー保護情報を復号するステップと、
　ｃ）前記復号したコピー保護情報に応じて、前記ビデオイメージ情報を記録媒体に記録
するためのフォーマットを適応的に選択するステップと、
　ｄ）前記選択した記録フォーマットを用いて前記ビデオイメージ情報を処理するステッ
プと
　を含む、前記方法。
【請求項２０】
　前記記録フォーマットの選択は、ユーザのエンタイトルメントを決定する前記復号した
コピー保護情報に応じて、前記複数の利用可能な記録フォーマットの中から１つを選択す
ることである、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記記録フォーマットは、
　ｉ）標準解像度フォーマット
　ｉｉ）高解像度フォーマット
　の一方である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記処理したビデオイメージ情報を、前記選択した記録フォーマットで記録媒体に記録
するステップをさらに含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記記録したビデオイメージ情報を、前記選択した記録フォーマットでディスプレイ上
に再生するステップをさらに含む、請求項２２に記載の方法。
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【請求項２４】
　前記コピー保護情報は、前記処理したビデオイメージ情報を再生することができる時間
を示す情報をさらに含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】
　前記時間は、前記複数の利用可能な記録フォーマットの中から１つを選択するために、
ユーザのエンタイトルメントを決定する前記復号したコピー保護情報に応じて設定される
、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記受信した信号の前記ビデオイメージ情報は、第１チャネルでデジタル信号として送
信される、請求項１９に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ビデオイメージデータの処理を制御するために、第２チャネルで送信された補助デ
ータを受信するステップをさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記補助データは、アナログビデオ信号として送信される、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記複数の記録フォーマットの各々は、それぞれの請求料率に関連付けられ、
　前記複数の記録フォーマットの中から選択した１つの記録フォーマットと関連付けられ
た前記請求料率でユーザに請求するステップをさらに含む、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の分野）
本発明は、条件付きアクセス情報(conditional access information)を含んでいる信号と
共に受信したビデオイメージ情報を記録、再生、および表示するためのフォーマットの選
択に関する。この条件付きアクセス情報は、ビデオイメージ情報を記録、再生、および表
示するためのフォーマットを決定する。
【０００２】
（発明の背景）
ケーブル加入者のセットトップボックスデコーダなど、加入者のユニットのための条件付
きアクセスシステムは、当業者の属する技術ではよく知られている。条件付きアクセス(c
onditional access)は、従来、デコーダに記憶するために、１つまたは複数の許可レベル
(authorization level)をダウンロードすることによって達成される。記憶された許可レ
ベルは、ビットマップ、または個々のマルチビットコードのリスト、あるいはその両方の
組み合わせによって表示することが可能である。それぞれの受信した加入プログラム(sub
scription program)は、無許可の加入者がそれにアクセスすることを防止するために、通
常スクランブルされ、認証コード(authorization code)または関連するプログラムを識別
する条件付きアクセス情報を含む。この条件付きアクセス情報が、記憶されたビットマッ
プによる許可レベル、または、加入者の許可レベルを記憶したリストにある許可レベルに
対応している場合、その加入者が見るために信号を逆スクランブルするように、加入者の
デコーダ内の逆スクランブル回路が動作可能となる。受信した条件付きアクセス情報が、
あらゆる記憶された許可レベルに整合しない場合、添付のプログラムを逆スクランブルす
ることは、禁止または防止される。
【０００３】
そのような条件付きアクセスシステムは、デジタルデコーダセットトップボックスの新し
い生成によって支持される機能と能力を利用するために望ましい動作の柔軟性に欠ける。
セットトップボックスおよび他のデコーダシステムが、個人の好みと加入者のビデオ設備
の能力とに基づいて、ビデオイメージを記録、再生、および／または表示するための追加
の価格付けと加入の選択を、ユーザに提供することができることが望ましい。本明細書で
記述するシステムは、これらの必要性に取り組む。
【０００４】
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（発明の概要）
ビデオイメージ情報は、条件付きアクセス情報を含んでいる信号により受信される。条件
付きアクセス情報は、ビデオイメージ情報を記録、再生、および表示するための複数のピ
クチャ解像度フォーマット(picture resolution format)の１つに関連付けられる。受信
した信号の条件付きアクセス情報は、復号される。ビデオイメージ情報を記録、再生、お
よび表示するうちの少なくとも１つのためのフォーマットは、復号した条件付きアクセス
情報に応答して、適応的に選択される。次いで、ビデオイメージ情報は、選択したフォー
マットを使用して、処理される。条件付きアクセス情報は、記録したビデオイメージ情報
の再生が許可される所定の時間期間を示す情報をさらに含むことが可能である。
【０００５】
（図の詳細な説明）
図１は、適応データ回復(適応データ修復：adaptive data recovery)と、デコーダの動作
を推進する垂直帰線消去間隔（ＶＢＩ）データフォーマットを示す。このデータフォーマ
ットは、様々なデータ検出および回復モード(data detection and recovery modes)にお
ける適応デコーダの多重モード動作(adaptive decoder multiple mode operation)を容易
にすることが有利である。また、データフォーマットは、様々な規格に関連付けられたク
ロック速度を使用してコード化されたデータを収容するデータビット期間(data bit peri
od)を使用することが有利である。具体的には、図１に示したデータフォーマットは、水
平ビデオライン（図１の項目２９）におけるアクティブビデオの開始時にほぼ開始される
半バイトの持続期間の直交(quadrature)（すなわち「１０１０」ビットパターン）基準シ
ンボル開始パルス（図１の項目１０）を使用する。アクティブビデオの開始時に開始され
るように確定された、そのような直交基準シンボル(quadrature reference symbol)を使
用することにより、デコーダは、２つの異なる回復方法(recovery method)のどちらかに
よって、データを検出および回復することが可能になる。そのようなデータフォーマット
により、デコーダは、（ａ）例えば、位相ロックループを使用する直交基準シンボルへの
同期化に続くパルス検出、または（ｂ）アナログビデオ信号の水平同期パルスに続く基準
シンボルの知られている（アクティブビデオの）開始時間に基づく、以前の位相ロックル
ープの同期化を必要としない、ラインロックパルス検出(line-locked pulse detection)
のどちらかによって、データを回復することが可能になる。さらに、基準シンボル１０の
ダブルパルス（すなわち、１０１０）ビットパターンは、ＥＩＡＪ　ＣＰＲ－１２０４－
１規格のＶＢＩデータ信号基準パルスシーケンスによって例示されるように、単一パルス
（すなわち、１０）ビットパターンと比較して、改善された位相ロックループ同期化能力
を提供する。これは、基準シンボルが、単一パルス基準シンボルパターンと比較して、検
出および同期化に使用するためのより多数のパルスエッジを有する検出器回路(detector 
circuit)を提供するからである。
【０００６】
また、図１に示したデータフォーマットは、様々な規格に関連付けられたクロック速度を
使用してコード化されたデータを収容(accommodate)するデータビット期間(data bit per
iod)を使用する。具体的には、図１に示したデータフォーマットのビット期間は、第１デ
ータフォーマットに関連付けられた第１クロック期間の第１の整数倍と、第２データフォ
ーマットに関連付けられた第２クロック期間の異なる第２の整数倍とを備えるように選択
されることが有利である。図１のデータフォーマットでは、補助データビット期間(ancil
lary data bit period)は、（ａ）ＥＩＡ７７０．１およびＥＩＡ７７０．２のビデオ規
格に関連付けられた（および、ＭＰＥＧシステム規格ＩＳＯ１３８１８－１セクション２
．５．２．１にも関連付けられた）２７ＭＨｚクロック周期の２０倍の倍数、および、（
ｂ）ＥＩＡ７７０．３ビのデオ規格（図１の項目３１）に関連付けられた７４．２５ＭＨ
ｚクロック周期の５５倍の倍数として選択される。結果的に選択された図１のデータフォ
ーマットのビット期間は、持続期間が約７４１ナノ秒である。図１では、項目３３の補助
データビット期間は、いくつかのデジタルビデオシステムにおいてビデオクロックとして
使用される８１ＭＨｚのクロック周期の６０倍の倍数を備える。また、８１ＭＨｚクロッ
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ク周期は、２７ＭＨｚのクロック周期の整数倍（すなわち３倍）なので、図１のデータフ
ォーマットのビット期間は、様々な規格に関連付けられた８１ＭＨｚ、２７ＭＨｚ、およ
び７４．２５ＭＨｚ（および他の整数倍）のクロック速度を使用してコード化されたデー
タを収容する。
【０００７】
図１に示したデータフォーマットのマルチ規格互換ビット期間(multi-standard compatib
le bit period)により、例えば、ＥＩＡ７７０．１、ＥＩＡ７７０．２またはＭＰＥＧ規
格の２７ＭＨｚのクロック周波数、あるいは、ＥＩＡ７７０．３規格の７４．２５のＭＨ
ｚ周波数など、いくつかの異なる規格のいずれか１つに関連付けられたクロック周波数で
動作する装置によって、補助データをコード化することが可能になる。結果的な補助デー
タは、アナログビデオ信号ＶＢＩ内に組み込まれ（かつ、図１のフォーマットと互換性が
あり）、発信装置によって使用された規格を知る必要なく、デコーダによって回復可能(r
ecoverable)および復号可能(decodable)である。
【０００８】
図１に示したデータフォーマットの機能(feature)は、（ａ）位相ロックループ同期化パ
ルス検出および（ｂ）位相ロックループ同期化に無関係のラインロックパルス検出(line-
locked pulse detection)のどちらかによって、適応データ回復(adaptive data recovery
)を容易にすることである。また、これらの機能は、異なるビデオコード化規格（例えば
、ＥＩＡ７７０．１、ＥＩＡ７７０．２、ＥＩＡ７７０．３、またはＭＰＥＧ規格）を使
用して動作する装置によって提供された補助データの適応復号(adaptive decoding)を容
易にする。さらに、直交基準シンボル(quadrature reference symbol)とマルチ規格互換
ビット期間の組み合わせにより、テレビジョン（アナログ、デジタル、および高解像度Ｔ
Ｖ（ＨＤＴＶ）を含む）、ＶＣＲ、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）プレーヤ、および
セットトップボックスなど、コストに敏感な消費者の装置間での装置間通信に対し、著し
い柔軟性、適応性、および簡潔性といった利点が提供される。
【０００９】
図１のデータフォーマットは、キャプション(caption)、条件付きアクセス情報(conditio
nal access information)、コピー保護データ(copy protection data)、設定情報(config
uration information)、表示フォーマット／標準的な識別データ(identification data)
、記述式データ(descriptive data)、および制御情報(control information)を含んでい
る、多重データタイプの通信とサービスを支持する。この情報は、例えば２Ｈ表示システ
ム（ＮＴＳＣ水平ラインレートのほぼ２倍を使用する表示システム）のライン４２の上な
ど、ＶＢＩの水平線上において、図１の補助データフォーマットで伝達される。あるいは
、このライン上、または１Ｈあるいは２．１４Ｈあるいは他のラインレートのシステムの
他のライン上に組み込むことが可能である。補助データフォーマットは、補助データのペ
イロードに対する宛先サービス(destination service)を識別するヘッダバイト（図１の
項目１５）、またはペイロードの宛先を識別するアドレスを含む。アドレスは、７ビット
（項目２５）と単一のパリティビット（項目２７）を備える。アドレスヘッダにおけるこ
のパリティビットにより、個々のヘッダバイト上で、エラーの検出を行うことが可能にな
る。アドレスビット（項目２５）は、例えばペイロードデータをキャプション、設定(con
figuration)、表示フォーマット、ビデオ規格、条件付きアクセス、コピー保護、記述ま
たは他の制御情報として識別する、サービス識別子(service identifier)を備える。ある
いは代替として、アドレスビットは、ペイロードデータに関連付けられた他の識別子(ide
ntifier)を備えることが可能であり、パリティビットを省略することが可能である。
【００１０】
また、補助データフォーマットは、例えば、ＥＩＡ７７０．３規格の通信に使用すること
が可能である、２つのペイロードバイト（図１の項目２０）を含む。他の実施形態では、
データフォーマット構造(data format structure)は、異なる数のヘッダとペイロードバ
イトを含むことが可能である。ヘッダアドレスまたはサービス識別子（項目１５）は、２
バイトのペイロード（項目２０）に関連付けられる。１つまたは複数のペイロードデータ
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ビットは、個々のペイロードデータセグメントにおいてペイロードのエラーを検出するこ
とに使用するパリティビットとして割り付けることも可能である（例えば、個々のバイト
に対して、または両方のバイトに対して）。また、ペイロードデータは、２バイトのセグ
メントの倍数で伝達される多重ビデオフレームでより長いメッセージを輸送するために使
用することが可能である。この目的のために、ヘッダ（または他の実施形態ではペイロー
ド）は、メッセージが多重水平線補助データセグメント(multiple horizontal line anci
llary data segments)で送信されていることを示し、かつ、セグメントを単一メッセージ
にアセンブルすることも可能にする可能性がある情報を含む。さらに、エラー検出(error
 detection)および／または訂正(correction)コードは、メッセージを有効にし、かつ訂
正するために、ペイロードデータと共に伝達することが可能である。
【００１１】
図２は、ヘッダとペイロードデータの特定の設定を組み込んでいる図１の垂直帰線消去間
隔（ＶＢＩ）データフォーマットを示す。図２は、例えば、ＥＩＡ７７０．３規格の通信
に使用することが可能である、単一バイトのペイロードを示す。図２では、第１ペイロー
ドのバイトは、サービス識別子（項目４０）に割り付けられる。したがって、アドレス（
項目１５）とサービス識別子（項目４０）の両方とも、単一バイトのペイロード（項目２
０の残りのバイト）に関連付けられる。その結果、ペイロードデータは、異なる機能に対
して、異なる装置によって、柔軟に処理することが可能である。あるいは代替として、ヘ
ッダバイト（項目１５）とペイロードの１バイト（項目２０）の両方とも、単一の１６ビ
ットのアドレスまたはサービス識別子を提供するために使用することが可能である。それ
により、使用することが可能である識別子とアドレスの範囲が拡張される。
【００１２】
補助データは、Ｙ　Ｐｒ　Ｐｂルミナンス－クロミナンスフォーマットビデオ信号のルミ
ナンス情報（Ｙ）についてコード化される。また、補助データは、ＲＧＢフォーマットビ
デオ信号のカラー信号の各々について同一にコード化することが可能であるか、または、
唯一または２つのカラー信号について伝達することが可能である。あるいは代替として、
ＲＧＭまたはＹ　Ｐｒ　Ｐｂフォーマットビデオ信号の各個々の成分信号は、様々な補助
データを伝達するために使用することが可能である。補助データは、他のフォーマットビ
デオ信号のコンポーネントビデオ信号により、同様に伝達することが可能である。
【００１３】
図３は、コピー保護情報に基づいてデコーダの処理機能(processing function)を選択す
るための、図１のＶＢＩ補助データフォーマットを使用する、高解像度（ＨＤ）ビデオデ
コーダ１１０、ビデオモニタ（例えばＴＶ）１００、およびＶＣＲ１０５を含むビデオシ
ステムを示す。他の実施形態では、デコーダ１１０とモニタ１００は、単一のユニットに
組み合わせることが可能である。コピー保護情報は、第１０４会議に提出することを意図
して（まだ提出されていない）１９９６年３月１４日の提案されたＶｉｄｅｏ　Ｈｏｍｅ
　Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ａｃｔにおいて参照されたコピー生成管理システム（ＣＧＭＳ：
Copy Generation Management System）の文書（ＣＧＭＳＡ－アナログバージョンおよび
ＣＧＭＳＤ－デジタルバージョンを含む）と互換性があるが、代替として、他のフォーマ
ットに準拠することが可能である。図３のシステムでは、図１の補助データフォーマット
は、様々なビデオ表示フォーマットとモードに対し、コピー保護設定情報(copy protecti
on configuration information)を適応的にして伝達および更新するために使用される。
具体的には、補助データは、様々な表示フォーマットまたは記録モードに対し、様々な表
示および記録の特典を提供するために使用される。そのような様々な表示フォーマットは
、例えば、高解像度ＴＶ（ＨＤＴＶ）フォーマットまたは標準解像度ＴＶ（ＳＤＴＶ）フ
ォーマットを含むことが可能である。様々な記録モードは、例えば、個々のプログラムに
関連付けられたテキスト、キャプション、ウェブページ、またはピクチャインピクチャ（
ＰＩＰ）画像を記録することに関わるモードを含むことが可能である。また、図１の補助
データフォーマットは、デコーダとディスプレイまたは記録装置の間、あるいは他の装置
間で、ビデオとオーディオの再生を最適化するために、他の制御情報と通信するために使
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用することが可能である。そのような追加の制御情報は、オーディオ制御とプログラム記
述データ、親格付け情報(parental ratings)、および、日付と時間の情報を含むことが可
能である。したがって、簡単なモニタは、このデータを見て、その表示およびオーディオ
再生機能を自動的に最適化(optimize)および設定(configure)することができる。
【００１４】
図３のシステムでは、ビデオデコーダ１１０は、受信したブロードキャスト高解像度ビデ
オデータを、適応的にして復号および変換して、ＶＣＲ１０５に記憶するために、高解像
度（ＨＤ）デジタルＭＰＥＧ互換(compatible)ビデオデータ、標準解像度（ＳＤ）デジタ
ルＭＰＥＧ互換ビデオデータ、またはアナログ複合(composite)ビデオ信号のいずれかを
提供する。デコーダ１１０は、デコーダ１１０によって出力されたＮＴＳＣ互換複合ビデ
オのＶＢＩにおいて補助データで伝達された（図１のフォーマットごとに）制御および設
定情報(control and configuration information)を使用して、記録モードとコピー保護
処理モードの両方に対して、ＶＣＲ１０５を設定する。複合ビデオ信号の補助データは、
例えば、デジタルＭＰＥＧ互換ＨＤ信号フォーマット、またはデジタルＭＰＥＧ互換ＳＤ
信号フォーマットのプログラム、あるいは、アナログ複合ビデオ信号としてプログラムを
記録することを備えるモードなど、すべての記録モードでＶＣＲ１０５を設定(configure
)するために使用されることが有利であることに留意されたい。
【００１５】
例示的な記録モードでは、デコーダ１１０は、プログラムを表す高解像度ＭＰＥＧ互換デ
ジタルビデオデータを、記録のためにＶＣＲ１０５に提供する。デコーダ１１０は、デコ
ーダ１１０によってＶＣＲ１０５に出力されたＮＴＳＣ互換複合ビデオのＶＢＩにおいて
補助データで伝達された設定データを使用して、高解像度フォーマットで受信した高解像
度ＭＰＥＧデータを記録するように、ＶＣＲ１０５を設定する。ＶＣＲ１０５は、記録の
ためおよび再生時に、様々なビデオフォーマット間で変換することができる多機能ユニッ
トである。この目的のために、ＶＣＲ１０５は、ＳＤビデオデータをＨＤビデオデータに
変換するためのアップサンプリング補間器(upsampling interpolator)と、ＨＤビデオデ
ータをＳＤビデオデータに変換するためのダウンサンプリング補間器(downsampling inte
rpolator)とを含む。また、ＶＣＲ１０５は、デジタルＨＤおよびＳＤデータとアナログ
複合ビデオデータとの間で変換するために、ＭＰＥＧ復号／コード化と、アナログデジタ
ルおよびデジタルアナログ変換と、サンプリング機能とを含む。ＶＣＲ１０５は、信号記
録フォーマットを選択し、デコーダ１１０から受信した設定とコピー保護情報とに応答し
て、入力信号データ（ＨＤ、ＳＤ、または複合アナログ）を記録のために望ましいフォー
マットに変換する。また、ＶＣＲ１０５は、コピー保護情報に応答して、禁止された材料
の記録または再生を阻止する。
【００１６】
ＶＣＲ１０５の信号フォーマット変換能力(signal format conversion capability)によ
り、ＶＣＲ１０５は、デコーダ１１０から受信したコピー保護情報に応答して、記録また
は再生のために、信号フォーマットを適応的にして選択することが可能になる。それによ
り、ＶＣＲ１０５は、ユーザ指定ビリング(User designated billing)および条件付きア
クセスオプションを反映しているコピー保護データに基づいて、再生モードまたは記録モ
ード（および関連する表示フォーマット）ならびにその後のコピー制限（例えば、その後
のコピーを禁止する、その後のコピーを１つ許可する、またはその後のプログラムのコピ
ーを制限しないなど）を選択することが有利である。その結果、ユーザは、ユーザが事前
に選択したビリングオプション(billing option)に基づいて、特定のフォーマットでプロ
グラムを記録し、特定のフォーマットで再生時にプログラムを見ることのみを許可される
ことが可能である。そのような特定のフォーマットは、例えば、ＨＤ、ＳＤ、またはアナ
ログデジタルフォーマットの１つを備えることが可能である。同様に、コピー保護データ
は、ユーザが事前に選択したビリングオプションに基づいて、時間に基づく制限を許可す
ることが可能である。そのような制限により、ユーザは、例えば３か月のみなど、限定さ
れた期間、再生時にプログラムを見ることが可能になる可能性がある。さらに、コピー保
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護データは、１つのフォーマット（例えばＨＤフォーマット）で特定の期間（例えば３か
月）、および異なるフォーマット（例えばＳＤフォーマット）で他の期間（例えばその後
の１年）、プログラムを再生および表示することを可能にする時間に基づいた制限と信号
フォーマット制限の組み合わせを可能にする可能性がある。
【００１７】
他の実施形態では、ＶＣＲ１０５は、記録するために、ＭＰＥＧ　ＳＤビデオデータまた
はアナログ複合ビデオ信号を受信および処理することが可能であることに留意されたい。
また、ＶＣＲ１０５は、記録するためまたは再生時に、１Ｈラインレートフォーマット、
２Ｈラインレートフォーマット、２．１４Ｈラインレートフォーマット、および他のフォ
ーマットを含む、異なる表示フォーマット間で変換する能力を含むことが可能である。ま
た、ＶＣＲ１０５は、追加のサンプルレート変換器の補間機能を使用することによって、
記録の動作のためまたは再生時に、望ましいインタレースフォーマット(interlaced form
at)（例えば１９２０×７２０画素解像度）またはプログレシブフォーマット(progressiv
e format)（例えば１９２０×７２０画素解像度）を提供する能力を含むことも可能であ
る。さらに、ＶＣＲ１０５の適応変換とコピー保護機能は、代替として、例えばデコーダ
１１０またはデコーダ１１０とＶＣＲ１０５の両方の機能を含む単一の組み合わされたユ
ニットなど、別々のユニットに配置することが可能である。
【００１８】
図４は、他のデコーダ設定を選択するための、図１のＶＢＩ補助データフォーマットを使
用する図３のシステムと同様なビデオシステムを示す。図４のシステムは、コピー保護情
報に基づいてデコーダ処理機能を選択するための、図１のＶＢＩ補助データフォーマット
を使用する、高解像度（ＨＤ）ビデオデコーダ１３０、ビデオモニタ（例えばＴＶ）１０
０、およびＶＣＲ１２９を含む。デコーダ１３０は、１Ｈと２Ｈのラインレートのフォー
マット信号の両方をＶＣＲ１２９とビデオモニタ１００に提供することが有利である。こ
れにより、デコーダ１３０は、１Ｈ（例えばＮＴＳＣフォーマット）または２Ｈ（例えば
１９２０×１０８０画素解像度）のビデオおよびオーディオのフォーマットのどちらかを
処理するために、図１の補助データフォーマット（１Ｈまたは２Ｈの複合信号ＶＢＩで伝
達される）を使用して、ＶＣＲ１２９を設定することが可能になる。さらに、ＶＣＲ１２
９は、記録するためまたは再生時に、１Ｈラインレートフォーマット、２Ｈラインレート
フォーマット（または２．１４ラインレートフォーマット）の間で変換する能力を含む。
代替として、この変換は、デコーダ１３０内で実施することが可能である。
【００１９】
図５は、他のデコーダ設定において使用される図１のＶＢＩ補助データフォーマットを使
用する図３のシステムと同様なビデオシステムを示す。図５のシステムは、図１のＶＢＩ
補助データフォーマットを使用する、高解像度（ＨＤ）ビデオデコーダ１３０、１Ｈライ
ンレート表示フォーマットビデオモニタ（例えばＴＶ）１００、および２Ｈラインレート
フォーマットＶＣＲ１２５を含む。図５のシステムでは、デコーダ１３０は、１Ｈライン
レート（例えばＮＴＳＣ互換）アナログ複合ビデオ信号のＶＢＩにおいて伝達された補助
データを使用して、モニタ１００と通信し、かつそれを設定する。さらに、デコーダ１３
０は、２Ｈラインレート（例えばＥＩＡ７７０．１互換）アナログ複合ビデオ信号のＶＢ
Ｉにおいて伝達された補助データを使用して、ＶＣＲ１２５と通信し、かつそれを設定す
る。例示的な記録モードでは、デコーダ１３０は、高解像度プログラムを表す２Ｈライン
レート互換アナログ複合ビデオを、記録するためにＶＣＲ１２５に提供する。また、デコ
ーダ１１０は、このプログラムを２Ｈラインレートフォーマットで記録するように、ＶＣ
Ｒ１２５を設定する。再生モードでは、ＶＣＲ１２５は、表示のためにモニタ１００に出
力するために、記録された２Ｈラインレートフォーマットビデオを１Ｈラインレートフォ
ーマットビデオに変換する。これは、再生コマンドのユーザによる開始と、デコーダ１３
０から伝達された設定情報とに応答して実施され、表示モニタを１Ｈフォーマットモニタ
として識別する。代替として、ＶＣＲ１２５は、デコーダ１３０によって１Ｈラインレー
トフォーマットに変換し、モニタ１００に表示するために、２Ｈラインレートビデオをデ
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コーダ１３０に伝達することが可能である。他の実施形態では、ＶＣＲ１２５は、１Ｈラ
インレート信号のＶＢＩにおいてデコーダ１３０から伝達された設定情報(configuration
 information)に応答して、２Ｈラインレートフォーマットビデオを、１Ｈフォーマット
で記録するために、デコーダ１３０から、１Ｈラインレートフォーマットに変換する。記
録された１Ｈラインレートビデオは、再生コマンドのユーザによる開始に応答して、表示
するために、モニタ１００に出力される。
【００２０】
図１および２の補助データ構造は、１Ｈ、２Ｈ、または２．１４Ｈのラインレートのアナ
ログ複合ビデオで伝達されることに制約されず、任意のラインレートを使用して、アナロ
グまたはデジタルのビデオ信号で伝達することが可能である。さらに、補助データは、図
３～５に関連して説明したものだけでなく、他のシステム設定において、制御のために使
用することが可能である。さらに、図１および２のフォーマットの適応データ回復および
複数規格互換の特徴に具現された原理に従って、他の補助データ構造を導出することが可
能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の原理による、適応データ回復とデコーダの動作とを容易にする垂直帰
線消去間隔（ＶＢＩ）データフォーマットを示す図である。
【図２】　本発明の原理による、ヘッダとペイロードデータの特定の設定を組み込んでい
る、図１の垂直帰線消去間隔（ＶＢＩ）データフォーマットを示す図である。
【図３】　本発明の原理による、コピー保護情報に基づいてデコーダの処理機能を選択す
るための、図１のＶＢＩ補助データフォーマットを使用する高解像度（ＨＤ）ビデオデコ
ーダ、ビデオモニタ、およびＶＣＲを含んでいるビデオシステムを示す図である。
【図４】　本発明の原理による、他のデコーダの設定を選択するための、図１のＶＢＩ補
助データフォーマットを使用する図３のシステムと同様なビデオシステムを示す図である
。
【図５】　本発明の原理による、他のデコーダの設定において使用される図１のＶＢＩ補
助データフォーマットを使用する図３のシステムと同様なビデオシステムを示す図である
。
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